
81

9．医療用麻薬の管理

１）麻薬施用者が注意すべきこと

（１）疾病の治療以外の目的での処方せん交付等の禁止

○　疾病の治療以外の目的での麻薬処方せんの交付や麻薬の施

用は禁止されている。

○　麻薬中毒の症状緩和や中毒の治療の目的で麻薬施用や麻薬

処方せんの交付を行うことは禁止されている。（ただし、精

神保健指定医が法律に従い麻薬中毒者又はその疑いのある者

を診察するため特定の麻薬を一定条件下で施用することは、

この例外。）

（２）麻薬を保管しない麻薬診療施設における留意事項

○　麻薬施用者であっても、免許証に記載されていない診療施

設では麻薬の施用等はできない。

○　同一都道府県の他の施設でも麻薬を施用等するためには、

予め「従たる施設」として申請し、麻薬施用者免許証に記載

を追加する必要がある。

○　異なる都道府県の診療施設で麻薬の施用等をしようとする

場合は、各々の都道府県で免許を受けなければならない。

○　麻薬施用者が院外麻薬処方せんのみ交付を行い、麻薬を保

管する予定のない診療施設では、麻薬の保管設備（金庫など）

の設置は要しないが、麻薬帳簿は備え付けなければならない。
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（３）記　録

○　麻薬施用者が麻薬を施用し、又は患者等に交付したときは、

診療録（カルテ）に次の事項を記載する必要がある。

①　患者の氏名、性別、年齢、住所

②　病名及び主症状

③　麻薬の品名及び数量

④　施用又は交付の年月日
（注）記載に当たっては、事故等の調査の際に施用・交付した麻薬

が追跡可能となるよう、次のような点に注意する。
・　麻薬注射剤の数量の記載については、Ａ（アンプル）の単位
の記載ではなく、実際に施用した数量をmｇ単位で記載。

・　麻薬を継続して施用し、若しくは施用のため交付する際であっ
ても、２回目以降の記載に、麻薬の品名、数量を具体的に繰り
返して記載　（doなどは不可）。

・　院内で同名の麻薬が複数ある場合は規格（塩モヒ注200ｍｇ等）
を記載。

　（診療録の保存期間は、医療法で５年間と規定されている）

（４）管　理

○　２人以上の麻薬施用者が診療に従事する麻薬診療施設の開

設者は、都道府県知事の免許を受けた麻薬管理者１人を置か

なければならない。

○　麻薬施用者が麻薬管理者を兼ねる場合は、別に麻薬管理者

の免許を受けなければならない。

○　麻薬管理者がいない麻薬診療施設では麻薬施用者が自ら麻

薬を管理しなければならない。


